
議案第５号

杉並区教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例

上記の議案を提出する。

平成２９年２月１３日

提出者 杉並区長 田 中 良

杉並区教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２３

条第１項の規定に基づき、スポーツに関する事務（学校における体育に関すること

を除く。）は、区長が管理し、及び執行することとする。

附 則

１ この条例は、平成２９年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。

２ 杉並区組織条例（平成１３年杉並区条例第５号）の一部を次のように改正する。

第４条区民生活部の項中第６号を第７号とし、第５号を第６号とし、第４号の

次に次の１号を加える。

(５) スポーツの振興に関すること。

３ 杉並区立公園条例（昭和５１年杉並区条例第２７号）の一部を次のように改正

する。

第３条第４項中「（教育委員会が所管する有料施設については、教育委員

会）」を削る。

第３条の７中「有料施設」の次に「（次条に規定する有料施設を除く。同条を

除き、以下同じ。）」を加える。

第４条の見出し中「教育委員会が所管する有料施設」を「運動施設」に改め、

同条中「教育委員会が所管する有料施設」を「有料施設（都市公園法施行令第５

条第４項に規定する運動施設に限る。）」に改める。

４ 杉並区体育施設等に関する条例（昭和３２年杉並区条例第３号）の一部を次の

ように改正する。

第１条中「である杉並区教育委員会（以下「委員会」という。）が所管する有

料施設（」を「（同条例第４条に規定する有料施設に限る。」に改める。



第２条第２項中「委員会が管理する」を削る。

第３条の２中「杉並区教育委員会規則（以下「委員会規則」という。）」を

「規則」に改める。

第４条中「委員会」を「区長」に改める。

第５条第２項中「委員会規則」を「規則」に改める。

第６条ただし書中「委員会規則で別に」を「規則で」に改める。

第７条第２項中「委員会」を「区長」に改める。

第８条第１項中「委員会は、委員会規則」を「区長は、規則」に改め、同条第

２項中「委員会規則」を「規則」に改める。

第９条第１項ただし書中「委員会は、委員会規則」を「区長は、規則」に改め、

同条第２項ただし書中「委員会規則」を「規則」に改める。

第１０条中「使用者は」を「第４条の規定により体育施設等の使用の承認を受

けたもの（以下「使用者」という。）は、」に改める。

第１１条中「体育施設等に特別の施設をしたり、」を「、体育施設等の施設に

特別の設備をし、又は」に改め、同条ただし書中「委員会」を「区長」に改める。

第１２条中「一に」を「いずれかに」に、「委員会は」を「区長は体育施設等

の」に改め、同条各号中「とき」を「とき。」に改める。

第１３条中「委員会は」を「区長は、」に、「一に」を「いずれかに」に改め、

「ときは、」の次に「体育施設等の」を加え、「変更・」を「変更又は」に、

「又は承認の取消」を「若しくは承認の取消し」に改め、同条第１号中「とき」

を「とき。」に改め、同条第２号及び第３号中「委員会」を「区長」に、「と

き」を「とき。」に改める。

第１５条中「体育施設等」を「、体育施設等」に改め、同条ただし書中「委員

会」を「区長」に改める。

第１６条に後段として次のように加える。

この場合において、第４条、第１１条ただし書、第１２条、第１３条及び前

条ただし書中「区長」とあるのは、「杉並区教育委員会」と読み替えるものと

する。

第１７条中「委員会」を「区長」に改める。



第１７条の２第３項中「委員会の教育長」を「杉並区教育委員会の教育長」に

改める。

第１８条第１項中「委員会は」を「区長は」に、「委員会規則」を「規則」に

改め、同条第２項中「委員会規則」を「規則」に、「委員会に」を「区長に」に

改め、同条第３項中「委員会は」を「区長は」に改め、同項第６号中「委員会規

則」を「規則」に改める。

第１９条及び第２０条中「委員会」を「区長」に改める。

第２１条中「委員会規則」を「規則」に、「委員会に」を「区長に」に改める。

第２２条中「委員会」を「区長」に改める。

第２３条中「委員会が」を「区長又は杉並区教育委員会が別に」に改める。

別表第２付記を削る。

別表第３付記２ただし書中「委員会規則」を「規則」に改め、同表付記４中

「委員会」を「区長」に改め、同表付記５中「委員会規則」を「規則」に改める。

別表第４付記３ただし書中「委員会規則」を「規則」に改め、同表付記５中

「委員会」を「区長」に改め、同表付記６中「委員会規則」を「規則」に改める。

５ 施行日前にこの条例による改正前の杉並区体育施設等に関する条例の規定によ

り杉並区教育委員会（以下「教育委員会」という。）に対して行われた体育施設

等の使用の申請その他の行為（杉並区体育施設等に関する条例の一部を改正する

条例（平成２８年杉並区条例第４６号）附則第２項の規定により教育委員会に対

して行われた杉並区永福体育館の使用の申請その他の行為とみなされるものを含

む。）又は教育委員会が行った体育施設等の使用の承認その他の行為（同項の規

定により教育委員会が行った杉並区永福体育館の使用の承認その他の行為とみな

されるものを含む。）は、それぞれ区長に対して行われたもの又は区長が行った

ものとみなす。

（提案理由）

教育に関する事務の職務権限の特例を定める等の必要がある。
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杉並区教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例新旧対照表（抄）

附則第２項による改正（杉並区組織条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（分掌事務） （分掌事務）

第４条 部の分掌事務は、次のとおりと 第４条 部の分掌事務は、次のとおりと

する。 する。

政策経営部 略 政策経営部 略

総務部 略 総務部 略

区民生活部 区民生活部

(１)～(４) 略 (１)～(４) 略

(５) スポーツの振興に関するこ

と。

(６) 略 (５) 略

(７) 略 (６) 略

保健福祉部 略 保健福祉部 略

都市整備部 略 都市整備部 略

環境部 略 環境部 略

附則第３項による改正（杉並区立公園条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（区立公園の設置、変更、廃止等） （区立公園の設置、変更、廃止等）

第３条 略 第３条 略

２及び３ 略 ２及び３ 略

４ 有料施設の名称及び規模その他必要 ４ 有料施設の名称及び規模その他必要

な事項は、区長 な事項は、区長（教育委員会が所管す

る有料施設については、教育委員会）

資 料
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が定め、告示する。 が定め、告示する。

（休園日及び開園時間等） （休園日及び開園時間等）

第３条の７ 都市公園の休園日及び開園 第３条の７ 都市公園の休園日及び開園

時間並びに有料施設（次条に規定する 時間並びに有料施設

有料施設を除く。同条を除き、以下同

じ。）の休業日及び使用時間は、規則 の休業日及び使用時間は、規則

で定める。 で定める。

（運動施設 の特 （教育委員会が所管する有料施設の特

例） 例）

第４条 有料施設（都市公園法施行令第 第４条 教育委員会が所管する有料施設

５条第４項に規定する運動施設に限

る。）の管理について必要な事項は、 の管理について必要な事項は、

別に定める。 別に定める。

附則第４項による改正（杉並区体育施設等に関する条例の一部改正）

新 条 例 旧 条 例

（目的） （目的）

第１条 この条例は、杉並区体育施設 第１条 この条例は、杉並区体育施設

（以下「体育施設」という。）の設置 （以下「体育施設」という。）の設置

及び管理並びに杉並区立公園条例（昭 及び管理並びに杉並区立公園条例（昭

和５１年杉並区条例第２７号）に基づ 和５１年杉並区条例第２７号）に基づ

く公園施設（同条例第４条に規定す く公園施設である杉並区教育委員会

る有料施設に限る。 （以下「委員会」という。）が所管す

以下「公園施設」とい る有料施設（以下「公園施設」とい

う。）及び杉並区立杉並第十小学校温 う。）及び杉並区立杉並第十小学校温

水プール（学校教育上支障のない使用 水プール（学校教育上支障のない使用

の場合に限る。以下「杉十小温水プー の場合に限る。以下「杉十小温水プー

ル」という。）の管理について、必要 ル」という。）の管理について、必要
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な事項を定めることを目的とする。 な事項を定めることを目的とする。

（設置等） （設置等）

第２条 略 第２条 略

２ 公園施設の名称及 ２ 委員会が管理する公園施設の名称及

び位置は、別表第２のとおりとする。 び位置は、別表第２のとおりとする。

（休場日及び開場時間） （休場日及び開場時間）

第３条の２ 体育施設等の休場日及び開 第３条の２ 体育施設等の休場日及び開

場時間は、規則 場時間は、杉並区教育委員会規則（以

で定め 下「委員会規則」という。）で定め

る。 る。

（使用） （使用）

第４条 体育施設等を使用しようとする 第４条 体育施設等を使用しようとする

ものは、区長 の承認を受けなければ ものは、委員会の承認を受けなければ

ならない。 ならない。

（使用料等） （使用料等）

第５条 略 第５条 略

２ 前項の規定にかかわらず、規則 ２ 前項の規定にかかわらず、委員会規

で定める団体が使用する場合におけ 則で定める団体が使用する場合におけ

る体育施設等の使用料又は利用料金 る体育施設等の使用料又は利用料金

は、別表第３又は別表第４に定める額 は、別表第３又は別表第４に定める額

（一般使用に係るものを除く。）の２ （一般使用に係るものを除く。）の２

分の１に相当する額とする。 分の１に相当する額とする。

（使用料の納付） （使用料の納付）

第６条 使用料は、使用するときまでに 第６条 使用料は、使用するときまでに

納付しなければならない。ただし、こ 納付しなければならない。ただし、こ

れにより難い場合は、規則で れにより難い場合は、委員会規則で別

定めるところによる。 に定めるところによる。

（利用料金の納付等） （利用料金の納付等）

第７条 略 第７条 略
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２ 別表第４に規定するプールに係る一 ２ 別表第４に規定するプールに係る一

般使用の際の利用料金の納付について 般使用の際の利用料金の納付について

は、別表第５に定める使用券によるこ は、別表第５に定める使用券によるこ

とができる。この場合において必要な とができる。この場合において必要な

事項は、区長 が定める。 事項は、委員会が定める。

３ 略 ３ 略

（使用料等の減免） （使用料等の減免）

第８条 区長は、規則 で定める 第８条 委員会は、委員会規則で定める

特別の事由があると認めるときは、使 特別の事由があると認めるときは、使

用料を減額し、又は免除することがで 用料を減額し、又は免除することがで

きる。 きる。

２ 指定管理者は、前項の規則 で ２ 指定管理者は、前項の委員会規則で

定める特別の事由があると認めるとき 定める特別の事由があると認めるとき

は、利用料金を減額し、又は免除する は、利用料金を減額し、又は免除する

ことができる。 ことができる。

（使用料等の不還付） （使用料等の不還付）

第９条 既に納付した使用料は還付しな 第９条 既に納付した使用料は還付しな

い。ただし、区長は、規則 で い。ただし、委員会は、委員会規則で

定める特別の事由があると認めるとき 定める特別の事由があると認めるとき

は、その全部又は一部を還付すること は、その全部又は一部を還付すること

ができる。 ができる。

２ 既に納付した利用料金は還付しな ２ 既に納付した利用料金は還付しな

い。ただし、指定管理者は、前項の規 い。ただし、指定管理者は、前項の委

則 で定める特別の事由があると 員会規則で定める特別の事由があると

認めるときは、その全部又は一部を還 認めるときは、その全部又は一部を還

付することができる。 付することができる。

（使用権の譲渡禁止） （使用権の譲渡禁止）

第１０条 第４条の規定により体育施設 第１０条 使用者は

等の使用の承認を受けたもの（以下
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「使用者」という。）は、使用の権利 使用の権利

を譲渡し、又は転貸してはならない。 を譲渡し、又は転貸してはならない。

（設備の変更禁止） （設備の変更禁止）

第１１条 使用者は、体育施設等の施設 第１１条 使用者は体育施設等に特別の

に特別の設備をし、又は変更を加えて 施設をしたり、 変更を加えて

はならない。ただし、あらかじめ区長 はならない。ただし、あらかじめ委員

の承認を受けたときは、この限りで 会の承認を受けたときは、この限りで

ない。 ない。

（使用の不承認） （使用の不承認）

第１２条 次の各号のいずれかに該当す 第１２条 次の各号の一に 該当す

るときは、区長は体育施設等の使用を るときは、委員会は 使用を

承認しない。 承認しない。

(１) 公安を害するおそれがあると認 (１) 公安を害するおそれがあると認

めたとき。 めたとき

(２) 管理上支障があると認めたと (２) 管理上支障があると認めたと

き。 き

（使用の制限） （使用の制限）

第１３条 区長は、次の各号のいずれか 第１３条 委員会は次の各号の一に

に該当するときは、体育施設等の使用 該当するときは、 使用

条件の変更又は使用の停止若しくは承 条件の変更・ 使用の停止又は承認の

認の取消しをすることができる。 取消 をすることができる。

(１) 使用の目的に違反したとき。 (１) 使用の目的に違反したとき

(２) この条例及び区長 の指示に従 (２) この条例及び委員会の指示に従

わないとき。 わないとき

(３) 区長 が必要と認めたとき。 (３) 委員会が必要と認めたとき

（損害賠償） （損害賠償）

第１５条 使用者は、体育施設等に損害 第１５条 使用者は体育施設等 に損害

を与えたときは、その損害を賠償しな を与えたときは、その損害を賠償しな

ければならない。ただし、区長 がや ければならない。ただし、委員会がや
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むを得ない事由があると認めたとき むを得ない事由があると認めたとき

は、その額を減額し、又は免除するこ は、その額を減額し、又は免除するこ

とができる。 とができる。

（杉十小温水プールの管理） （杉十小温水プールの管理）

第１６条 杉十小温水プールの管理につ 第１６条 杉十小温水プールの管理につ

いては、杉並区立学校施設使用料条例 いては、杉並区立学校施設使用料条例

（昭和３９年杉並区条例第４号）に規 （昭和３９年杉並区条例第４号）に規

定するもののほか、第３条、第４条及 定するもののほか、第３条、第４条及

び第１０条から前条までの規定を準用 び第１０条から前条までの規定を準用

する。この場合において、第４条、第 する。

１１条ただし書、第１２条、第１３条

及び前条ただし書中「区長」とあるの

は、「杉並区教育委員会」と読み替え

るものとする。

（指定管理者による管理） （指定管理者による管理）

第１７条 区長 は、第３条に規定する 第１７条 委員会は、第３条に規定する

趣旨を効果的に達成するため必要があ 趣旨を効果的に達成するため必要があ

ると認めるときは、法人その他の団体 ると認めるときは、法人その他の団体

であつて区長 が指定するもの（以下 であつて委員会が指定するもの（以下

「指定管理者」という。）に、体育施 「指定管理者」という。）に、体育施

設等の管理の業務のうち次に掲げるも 設等の管理の業務のうち次に掲げるも

の（以下「管理の業務」という。）を の（以下「管理の業務」という。）を

行わせることができる。 行わせることができる。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

(４) 施設及び設備の維持管理（区長 (４) 施設及び設備の維持管理（委員

が指定する修繕等を除く。）に関 会が指定する修繕等を除く。）に関

すること。 すること。

(５) 前各号に掲げるもののほか、区 (５) 前各号に掲げるもののほか、委

長 が必要と認める業務 員会が必要と認める業務
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（管理の業務を行うことができない法人 （管理の業務を行うことができない法人

等） 等）

第１７条の２ 略 第１７条の２ 略

２ 略 ２ 略

３ 杉並区教育委員会の教育長若しくは ３ 委員会の教育長 若しくは

委員、杉並区選挙管理委員会の委員、 委員、杉並区選挙管理委員会の委員、

杉並区監査委員又は杉並区農業委員会 杉並区監査委員又は杉並区農業委員会

の委員（以下この項において「委員 の委員（以下この項において「委員

等」という。）が無限責任社員等とな 等」という。）が無限責任社員等とな

つている法人その他の団体は、委員等 つている法人その他の団体は、委員等

のそれぞれの職務に関し、指定管理者 のそれぞれの職務に関し、指定管理者

として管理の業務を行うことができな として管理の業務を行うことができな

い。 い。

（指定管理者の指定） （指定管理者の指定）

第１８条 区長は 、体育施設等の指定 第１８条 委員会は、体育施設等の指定

管理者を指定しようとするときは、公 管理者を指定しようとするときは、公

募又は規則 で定める方法による 募又は委員会規則で定める方法による

ものとする。 ものとする。

２ 指定管理者としての指定を受けよう ２ 指定管理者としての指定を受けよう

とするものは、規則 で定めると とするものは、委員会規則で定めると

ころにより、区長に 申請しなければ ころにより、委員会に申請しなければ

ならない。 ならない。

３ 区長は 、前項の規定による申請が ３ 委員会は、前項の規定による申請が

あつたときは、次に掲げる基準により あつたときは、次に掲げる基準により

最も適切な管理を行うことができると 最も適切な管理を行うことができると

認めるものを指定管理者の候補者とし 認めるものを指定管理者の候補者とし

て選定し、区議会の議決を経て指定管 て選定し、区議会の議決を経て指定管

理者に指定するものとする。 理者に指定するものとする。

(１)～(５) 略 (１)～(５) 略

資 料
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(６) 前各号に掲げるもののほか、規 (６) 前各号に掲げるもののほか、委

則 で定める基準 員会規則で定める基準

（指定管理者の指定の取消し等） （指定管理者の指定の取消し等）

第１９条 区長 は、指定管理者が次の 第１９条 委員会は、指定管理者が次の

各号のいずれかに該当するときは、前 各号のいずれかに該当するときは、前

条第３項の規定による指定を取り消 条第３項の規定による指定を取り消

し、又は期間を定めて管理の業務の全 し、又は期間を定めて管理の業務の全

部若しくは一部の停止を命ずることが 部若しくは一部の停止を命ずることが

できる。 できる。

(１) 管理の業務又は経理の状況に関 (１) 管理の業務又は経理の状況に関

する区長 の指示に従わないとき。 する委員会の指示に従わないとき。

(２)及び(３) 略 (２)及び(３) 略

２ 前項の規定により指定管理者の指定 ２ 前項の規定により指定管理者の指定

を取り消し、又は期間を定めて管理の を取り消し、又は期間を定めて管理の

業務の全部若しくは一部（利用料金の 業務の全部若しくは一部（利用料金の

収受を含む場合に限る。）の停止を命 収受を含む場合に限る。）の停止を命

じた場合等で、区長 が臨時に体育施 じた場合等で、委員会が臨時に体育施

設等の管理運営を行うときに限り、新 設等の管理運営を行うときに限り、新

たに指定管理者を指定し、又は当該停 たに指定管理者を指定し、又は当該停

止の期間が終了するまでの間、別表第 止の期間が終了するまでの間、別表第

４に定める額の範囲内において、区長 ４に定める額の範囲内において、委員

が定める使用料を徴収する。 会が定める使用料を徴収する。

（指定管理者の告示） （指定管理者の告示）

第２０条 区長 は、指定管理者を指定 第２０条 委員会は、指定管理者を指定

し、若しくは指定を取り消したとき、 し、若しくは指定を取り消したとき、

又は期間を定めて管理の業務の全部若 又は期間を定めて管理の業務の全部若

しくは一部の停止を命じたときは、遅 しくは一部の停止を命じたときは、遅

滞なくその旨を告示するものとする。 滞なくその旨を告示するものとする。

（事業報告書の作成及び提出） （事業報告書の作成及び提出）
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資 料

第２１条 指定管理者は、毎年度終了後 第２１条 指定管理者は、毎年度終了後

（年度の途中において指定を取り消さ （年度の途中において指定を取り消さ

れたときは、その取り消された日以 れたときは、その取り消された日以

後）、規則 で定めるところによ 後）、委員会規則で定めるところによ

り、管理の業務に関し事業報告書を作 り、管理の業務に関し事業報告書を作

成し、区長に 提出しなければならな 成し、委員会に提出しなければならな

い。 い。

（協定の締結） （協定の締結）

第２２条 区長 は、次に掲げる事項に 第２２条 委員会は、次に掲げる事項に

ついて、指定管理者と協定を締結する ついて、指定管理者と協定を締結する

ものとする。 ものとする。

(１)～(３) 略 (１)～(３) 略

（委任事項） （委任事項）

第２３条 この条例の施行について必要 第２３条 この条例の施行について必要

な事項は、区長又は杉並区教育委員会 な事項は、委員会が

が別に定める。 定める。


